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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 着 用 可 能 な フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 尿 道 瘢 痕 治 療 装 置 で あ っ て 、
　 患 者 の 陰 茎 腹 側 の 皮 膚 の 表 面 に 貼 り 付 け 、 超 音 波 治 療 を 行 う た め の パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ  
ル 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、
　 前 記 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ と 接 続 し 、 励 起 信 号 を 出 力 し て 前 記 パ ッ チ 式  
フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ を 制 御 す る た め の 制 御 端 と を 含 み 、
　 こ こ で 、 前 記 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ に は 、 前 記 制 御 端 が 出 力 す る 励 起 信  
号 を 受 け 取 る と 、 患 者 の 皮 膚 の 表 面 に 超 音 波 を 発 射 す る よ う に 、 一 組 ま た は 複 数 組 の チ ッ  
プ が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 チ ッ プ は 、 4 × 2 の 矩 形 ア レ イ で 、 か つ 圧 電 セ ラ ミ ッ ク ま た は 単 結 晶 シ リ コ ン で 製 造  
さ れ 、 柔 軟 性 を 有 し 、 前 記 チ ッ プ の 発 射 面 が 患 者 の 皮 膚 の 表 面 に 面 し 、 前 記 チ ッ プ の 形 状  
が 矩 形 で 、 そ の 厚 さ が パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ の 厚 さ よ り も 小 さ い こ と を 特  
徴 と す る 、 前 記 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ は シ リ コ ー ン 材 料 で 製 造 さ れ 、 前 記 チ ッ プ は  
前 記 シ リ コ ー ン 材 料 の 中 に 分 布 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 着 用 可 能 な フ レ  
キ シ ブ ル 超 音 波 尿 道 瘢 痕 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ の 形 状 は 、 円 形 、 楕 円 形 、 正 方 形 、 長 方 形 、  

請求項の数　7　（全8頁）



10

20

30

40

50

JP 7472283 B2 2024.4.22(2)

角 丸 矩 形 で 、 そ の 厚 さ が 1 - 5  m m で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 着  
用 可 能 な フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 尿 道 瘢 痕 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 圧 電 セ ラ ミ ッ ク ま た は 単 結 晶 シ リ コ ン の 中 心 周 波 数 は 0 . 4 - 4  M H z で あ る こ と を 特 徴  
と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 着 用 可 能 な フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 尿 道 瘢 痕 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 チ ッ プ の 上 側 表 面 に 電 極 が 設 け ら れ 、 前 記 電 極 は 前 記 チ ッ プ の 信 号 線 を ま と め る た  
め の も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 着 用 可 能 な フ レ キ シ ブ ル 超  
音 波 尿 道 瘢 痕 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ の 横 側 に 信 号 線 の 接 続 ポ ー ト が 設 け ら れ 、 前  
記 制 御 端 は 有 線 伝 達 を 介 し て 前 記 信 号 線 の 接 続 ポ ー ト と 接 続 し て パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超  
音 波 プ ロ ー ブ を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 着 用 可 能 な フ レ キ シ ブ ル 超  
音 波 尿 道 瘢 痕 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ が 発 生 す る 超 音 波 は 、 出 力 が 3 0  m W / c m 2 - 1 .  
5  W / c m 2 で 、 周 波 数 が 1  M H z - 3  M H z で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ４ ま た は
６ に 記 載 の 着 用 可 能 な フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 尿 道 瘢 痕 治 療 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 着 用 可 能 な フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 尿 道 瘢 痕 治 療 装 置 に 関 し 、 泌 尿 器 外 科 の 術 後 瘢  
痕 治 療 の 技 術 分 野 に 属 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
尿 道 瘢 痕 の 形 成 は 、 複 数 の 要 素 が 協 同 作 用 し た 結 果 で あ る 。 線 維 化 促 進 タ ン パ ク 質 で あ る  
T G F - β は 、 現 在 既 知 の 瘢 痕 形 成 に 最 も 密 接 し 、 最 も 代 表 的 な 成 長 因 子 で あ る 。 炎 症 、 マ ト  
リ ッ ク ス メ タ ロ プ ロ テ ア ー ゼ M M P な ど の 要 素 も 、 瘢 痕 形 成 の 過 程 に お い て 重 要 な 作 用 を 果  
た す 。 尿 道 手 術 後 の 尿 道 瘢 痕 の 形 成 は 、 よ く 見 ら れ る 合 併 症 で 、 尿 道 の 患 者 の 術 後 回 復 に  
影 響 す る こ と が 多 く 、 そ し て ず っ と 泌 尿 器 外 科 医 が 面 す る 厄 介 な 問 題 で も あ る 。
　 現 在 、 臨 床 に お い て 、 尿 道 瘢 痕 お よ び 尿 道 狭 窄 の 治 療 方 法 は 、 主 に 、 手 術 治 療 お よ び 薬  
物 治 療 を 含 む 。 従 来 の 尿 道 拡 張 術 は 、 苦 痛 が 大 き く 、 そ し て 治 癒 が 困 難 で あ る 。 開 放 性 手  
術 は 、 尿 道 瘢 痕 区 域 切 除 、 経 尿 道 的 回 転 切 除 内 形 成 術 な ど を 含 む が 、 治 療 コ ス ト が 高 く 、  
手 術 創 傷 が 大 き く 、 陰 萎 、 陰 茎 弯 曲 の よ う な 合 併 症 が 多 く 、 そ し て 術 後 再 狭 窄 の 問 題 が 生  
じ や す い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
尿 道 腔 内 技 術 の 発 展 に つ れ 、 内 視 鏡 下 ク ラ イ オ プ ロ ー プ 尿 道 狭 窄 内 切 開 術 、 瘢 痕 電 気 蒸 散  
術 、 バ イ ポ ー ラ プ ラ ズ マ 尿 道 内 切 開 お よ び 尿 道 瘢 痕 電 気 切 除 術 、 尿 管 鏡 直 視 下 ホ ル ミ ウ ム  
レ ー ザ ー 切 開 術 な ど の 多 く の 新 た な 方 法 の 使 用 に よ っ て 手 術 の 効 果 が 次 第 に 向 上 し て き た  
が 、 各 方 法 に そ れ ぞ れ 制 限 が あ る 。 た と え ば 、 内 視 鏡 下 尿 道 内 ク ラ イ オ プ ロ ー プ 切 開 で は  
、 放 射 線 状 の 切 開 し か で き ず 、 瘢 痕 組 織 の 切 除 お よ び 止 血 が 困 難 で 、 術 後 の 長 期 的 な 効 果  
が 劣 り 、 再 発 率 が 高 い 。 モ ノ ポ ー ラ 高 周 波 電 気 メ ス で は 、 瘢 痕 組 織 の 切 除 が 可 能 で 、 創 面  
が き れ い で あ る が 、 温 度 が 高 く 、 深 い 熱 放 射 が 生 じ 、 尿 道 周 囲 組 織 に 異 な る 程 度 の 熱 損 傷  
を 与 え 、 組 織 が 壊 死 し て 新 た な 線 維 瘢 痕 組 織 が 形 成 し や す い 。 尿 管 鏡 直 視 下 ホ ル ミ ウ ム レ  
ー ザ ー 切 開 術 で は 、 狭 窄 が 軽 度 の 症 例 の み に 適 し 、 狭 窄 区 域 が 長 く て 重 症 の 症 例 に は 、 閉  
塞 を 解 除 し 、 尿 道 の 通 り を よ く す る 目 的 が 実 現 し に く い 。 現 在 、 手 術 治 療 は 、 成 功 率 が ま  
だ 約 7 5 ％ 程 度 に 留 ま り 、 か つ 再 手 術 - 再 狭 窄 の ル ー プ に 陥 り や す く 、 そ し て 術 後 も 数 回 の  
尿 道 拡 張 術 が 必 要 で あ る 場 合 が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
尿 道 瘢 痕 を 治 療 す る 薬 物 は 、 主 に 、 ト リ ア ム シ ノ ロ ン 、 ベ ラ パ ミ ル 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 な ど を  
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含 み 、 薬 物 治 療 は 、 あ る 程 度 の 効 果 が あ る が 、 術 後 の 補 助 治 療 と さ れ る こ と が 多 く 、 単 独  
で 好 適 な 作 用 を 発 揮 す る こ と が 困 難 で あ る 。 薬 物 を 瘢 痕 内 注 射 す る 方 法 は 、 操 作 に お い て  
あ る 程 度 の 難 度 が あ り 、 そ し て 複 数 の 注 射 が 患 者 の 苦 痛 を 増 加 さ せ る 。
　 尿 道 瘢 痕 の 既 存 の 通 常 の 治 療 手 段 は 、 尿 道 狭 窄 を 防 止 す る た め に 、 術 後 の 定 期 的 な 尿 道  
拡 張 で 、 重 度 の 狭 窄 に 尿 道 を 切 開 し て 瘢 痕 組 織 を 除 去 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 近 年 の 研 究 で は 、 超 音 波 は 、 血 管 新 生 の 促 進 、 抗 炎 症 、 抗 線 維 化 、 抗 被 膜 拘 縮 、 T G F - β  
発 現 の 抑 制 、 M M P 発 現 の 促 進 な ど の 作 用 が あ る 。 低 周 波 超 音 波 は 、 抗 炎 症 作 用 を 有 し 、 ま  
た 早 期 の 炎 症 反 応 は 瘢 痕 形 成 の 要 因 で あ る 。 低 周 波 超 音 波 は 、 線 維 化 促 進 タ ン パ ク 質 で あ  
る T G F - β の 発 現 低 下 、 抗 線 維 化 タ ン パ ク 質 で あ る M M P 2 の 発 現 向 上 を 促 進 し 、 顕 著 に 線 維  
化 に 抵 抗 す る こ と が で き る た め 、 瘢 痕 の 形 成 を 抑 制 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 低 周 波  
超 音 波 は 、 血 管 成 長 因 子 の 放 出 を 刺 激 す る こ と で 、 血 管 の 生 成 お よ び 創 口 の 癒 合 を 加 速 さ  
せ る 。 し か し な が ら 、 未 だ に 、 超 音 波 の 尿 道 瘢 痕 に 対 す る 予 防 ・ 治 療 作 用 に 関 す る 報 告 が  
な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
中 国 特 許 C N 1 0 6 3 9 0 2 7 8 A で は 、 超 音 波 治 療 パ ッ チ お よ び 治 療 ホ ス ト を 含 む 超 音 波 治 療 装  
置 で あ っ て 、 超 音 波 治 療 パ ッ チ は 、 少 な く と も 一 つ の 薬 物 チ ャ ン バ ー お よ び 少 な く と も 一  
つ の 超 音 波 変 換 器 が 設 け ら れ た パ ッ チ 基 材 と 、 前 記 パ ッ チ 基 材 の 底 部 周 辺 に 分 布 し 、 皮 膚  
の 表 面 に 貼 り 付 け る た め の 粘 着 ユ ニ ッ ト と を 含 む も の が 公 開 さ れ た 。 当 該 発 明 は 、 構 造 が  
複 雑 で 、 柔 軟 性 が な く 、 主 に 超 音 波 に よ る 薬 物 の 皮 膚 の 表 面 へ の 浸 透 に 使 用 さ れ 、 そ れ と  
比 べ 、 本 発 明 は 、 構 造 が 簡 単 で 、 柔 軟 性 が 良 く 、 粘 着 性 が 強 く 、 そ し て 尿 道 瘢 痕 の 治 療 お  
よ び / ま た は 予 防 に 使 用 さ れ る 。 中 国 特 許 C N 2 0 8 5 9 9 0 1 1 U お よ び C N 1 0 7 7 8 9 7 5 1 A で は  
、 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ ア レ イ お よ び 超 音 波 二 次 元 ア レ イ 治 療 バ ン ド が 公 開 さ れ 、  
当 該 超 音 波 治 療 プ ロ ー ブ お よ び 超 音 波 二 次 元 ア レ イ 治 療 バ ン ド は 、 い ず れ も 、 皮 膚 接 触 層  
、 超 音 波 ウ ェ ハ ー お よ び 吸 音 保 護 層 を 含 み 、 前 記 皮 膚 接 触 層 に 超 音 波 ウ ェ ハ ー を 設 け る た  
め の 溝 が 設 け ら れ 、 そ し て 主 に 骨 折 の 超 音 波 治 療 お よ び 骨 粗 鬆 症 治 療 の 分 野 に 使 用 さ れ る  
。 当 該 超 音 波 治 療 プ ロ ー ブ お よ び 超 音 波 二 次 元 ア レ イ 治 療 バ ン ド は 、 複 層 の 構 造 を 含 み 、  
全 体 の 厚 さ が 大 き い た め 、 弯 曲 性 が 弱 く 、 粘 着 性 が 普 通 で 、 そ し て 固 定 包 帯 を 設 置 し て そ  
れ を 被 治 療 部 位 に 固 定 す る 必 要 が あ り 、 そ れ と 比 べ 、 本 発 明 の パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音  
波 プ ロ ー ブ は 一 体 式 フ レ キ シ ブ ル 構 造 で 、 チ ッ プ が フ レ キ シ ブ ル 材 料 に 内 蔵 さ れ 、 全 体 の  
厚 さ が 小 さ く 、 柔 軟 性 が 良 く 、 付 着 性 が 強 く 、 そ し て 使 用 の 分 野 が 尿 道 瘢 痕 の 治 療 お よ び /  
ま た は 予 防 で あ る 。 中 国 特 許 C N 1 0 9 7 5 8 1 8 0 A で は 、 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ  
て 、 フ レ キ シ ブ ル 基 材 お よ び 超 音 波 変 換 ユ ニ ッ ト を 含 み 、 か つ 超 音 波 診 断 に 使 用 さ れ る プ  
ロ ー ブ が 公 開 さ れ 、 そ れ と 比 べ 、 本 発 明 の 装 置 の プ ロ ー ブ は 主 に 低 周 波 超 音 波 を 発 生 し 、  
そ し て 低 周 波 超 音 波 の 機 械 的 効 果 お よ び 熱 効 果 を 利 用 し て 尿 道 瘢 痕 の 治 療 お よ び / ま た は 予  
防 に 使 用 さ れ る も の で あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 既 存 技 術 の 尿 道 術 後 の 尿 道 瘢 痕 の 治 療 と 予 防 に お け る 難 題 を 克 服 す る  
こ と に あ り 、 着 用 可 能 な フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 尿 道 瘢 痕 治 療 方 法 を 発 明 し 、 同 時 に 、 通 常 の  
超 音 波 プ ロ ー ブ が 硬 す ぎ 、 有 効 に 陰 茎 の 表 面 に 順 応 で き な い と い う 問 題 を 解 決 し 、 着 用 可  
能 な フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 尿 道 瘢 痕 治 療 装 置 を 発 明 し た 。
　 研 究 で は 、 低 周 波 超 音 波 は 、 血 管 新 生 の 促 進 、 抗 炎 症 、 抗 線 維 化 お よ び 抗 被 膜 拘 縮 の 作  
用 を 有 し 、 尿 道 瘢 痕 疾 患 の 治 療 お よ び / ま た は 予 防 に 使 用 す る こ と が で き る 。 低 周 波 超 音 波  
を 尿 道 瘢 痕 の 臨 床 に 応 用 し 、 尿 道 最 小 侵 襲 手 術 後 の 患 者 に 対 し て 定 期 的 に 低 周 波 超 音 波 治  
療 を 行 う と 、 有 効 に 病 理 的 瘢 痕 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 現 在 の 通 常 の 超 音 波 プ ロ ー ブ は 硬 す ぎ 、 有 効 に 陰 茎 の 表 面 に 順 応 で き な い 問 題 が  
あ り 、 本 発 明 は 、 同 時 に 高 分 子 複 合 材 料 を 導 入 し 、 す な わ ち 、 セ ラ ミ ッ ク ア レ イ 素 子 を シ  
リ カ ゲ ル 材 料 に 分 布 さ せ る こ と で 、 フ レ キ シ ブ ル な 超 音 波 プ ロ ー ブ を 形 成 す る 。 当 該 超 音  
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波 プ ロ ー ブ は 、 適 切 に 陰 茎 の 表 面 に 貼 り 付 け 、 制 御 端 と 有 線 伝 達 を 介 し て 合 わ せ て 使 用 す  
る こ と で 、 着 用 可 能 な フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 尿 道 瘢 痕 治 療 装 置 が 得 ら れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 着 用 可 能 な フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 尿 道 瘢 痕 治 療 装 置 は 、 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超  
音 波 プ ロ ー ブ お よ び 制 御 端 の 2 部 分 を 含 む 。 前 記 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ は  
、 患 者 の 陰 茎 腹 側 の 皮 膚 の 表 面 に 貼 り 付 け 、 超 音 波 治 療 を 行 う た め の も の で 、 前 記 制 御 端  
は 、 前 記 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ と 接 続 し 、 励 起 信 号 を 出 力 し て 前 記 パ ッ チ  
式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ を 制 御 す る た め の も の で あ る 。 こ こ で 、 前 記 パ ッ チ 式 フ レ  
キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ に は 、 前 記 制 御 端 が 出 力 す る 励 起 信 号 を 受 け 取 る と 、 患 者 の 皮 膚  
の 表 面 に 超 音 波 を 発 射 す る よ う に 、 一 組 ま た は 複 数 組 の チ ッ プ が 設 け ら れ て い る 。 プ ロ ー  
ブ と 制 御 端 は 有 線 伝 達 を 介 し て 合 わ せ て 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 記 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ は シ リ カ ゲ ル 材 料 で 製 造 さ れ 、 前 記 チ ッ プ は 前  
記 シ リ カ ゲ ル 材 料 の 中 に 分 布 す る 。
　 前 記 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ の 形 状 は 、 円 形 、 楕 円 形 、 正 方 形 、 長 方 形 、  
角 丸 矩 形 ま た は 不 規 則 形 状 で 、 そ の 形 状 は 実 際 の 必 要 に よ っ て 決 定 さ れ 、 そ の 厚 さ が 1 - 5  
m m で あ る 。
　 好 適 に 、 前 記 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ の 形 状 は 長 方 形 で あ る 。
　 前 記 チ ッ プ は 、 4 × 2 の 矩 形 ア レ イ で 、 か つ 圧 電 セ ラ ミ ッ ク ま た は 単 結 晶 シ リ コ ン で 製 造  
さ れ 、 柔 軟 性 を 有 し 、 前 記 チ ッ プ の 発 射 面 が 患 者 の 皮 膚 の 表 面 に 面 し 、 前 記 チ ッ プ の 形 状  
が 矩 形 で 、 そ の 厚 さ が パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ の 厚 さ よ り も 小 さ い 。
　 前 記 圧 電 セ ラ ミ ッ ク ま た は 単 結 晶 シ リ コ ン の 中 心 周 波 数 は 0 . 4 - 4  M H z で あ る 。
　 前 記 チ ッ プ の 表 面 に は 、 前 記 チ ッ プ の 信 号 線 を ま と め る 電 極 が 設 け ら れ て い る 。
　 前 記 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ の 横 側 に 信 号 線 の 接 続 ポ ー ト が 設 け ら れ 、 前  
記 制 御 端 は 有 線 伝 達 を 介 し て 前 記 信 号 線 の 接 続 ポ ー ト と 接 続 し て パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超  
音 波 プ ロ ー ブ を 制 御 す る 。
　 前 記 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ が 発 生 す る 超 音 波 は 、 出 力 が 3 0  m W / c m 2 - 1 .  
5  W / c m 2 で 、 周 波 数 が 1  M H z - 3  M H z で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 尿 道 瘢 痕 疾 患 の 治 療 お よ び / ま た は 予 防 時 、 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ を 陰 茎  
腹 側 の 皮 膚 に 貼 り 付 け て 低 周 波 超 音 波 治 療 を 行 う 。 予 防 的 使 用 は 、 主 に 、 尿 道 瘢 痕 が 併 発  
す る 様 々 な 尿 道 手 術 （ た と え ば 尿 道 形 成 術 、 尿 道 端 々 吻 合 術 な ど ） 後 に 使 用 さ れ 、 術 後 に  
陰 茎 の 皮 膚 に あ る 被 覆 材 を 除 く と 、 超 音 波 治 療 を 始 め 、 入 院 中 は 毎 日 1 回 治 療 し て も よ く  
、 退 院 後 は 毎 週 外 来 で 数 回 治 療 し て 定 期 的 に 尿 道 の 癒 合 レ ベ ル お よ び 排 尿 な ど の 状 況 を チ  
ェ ッ ク し て も よ い 。 治 療 的 使 用 は 、 主 に 、 尿 道 瘢 痕 が 既 に 見 ら れ た 場 合 に 使 用 さ れ 、 保 守  
的 治 療 と し て 単 独 で 使 用 し て も よ く 、 尿 道 拡 張 と 合 わ せ て 使 用 し て も よ く 、 重 度 の 瘢 痕 で  
既 に 明 ら か な 狭 窄 に な っ て 手 術 治 療 が 必 要 な 患 者 に も 手 術 と 合 わ せ て 使 用 し て 術 後 の 治 療  
効 果 を 強 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
超 音 波 治 療 の 過 程 に お い て 、 制 御 端 で 超 音 波 治 療 の パ ラ メ ー タ ー を 設 置 し 、 超 音 波 の 出 力  
の 範 囲 が 3 0  m W / c m 2 - 1 . 5  W / c m 2 で 、 超 音 波 の 周 波 数 の 範 囲 が 1  M H z - 3  M h z で 、 そ し  
て 一 回 の 治 療 の 時 間 が 5  m i n - 3 0  m i n で 、 治 療 時 は 局 部 の 過 剰 な 熱 効 果 に よ る 組 織 損 傷 が  
避 け ら れ る よ う に 定 期 的 に 超 音 波 プ ロ ー ブ を 移 動 さ せ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 既 存 技 術 と 比 べ 、 本 発 明 は 以 下 の よ う な 有 益 な 効 果 を 有 す る 。
　 （ 1 ） 本 発 明 の 着 用 可 能 な パ ッ チ 式 低 周 波 超 音 波 は 、 輻 射 が な く 、 痛 感 が な く 、 副 作 用  
が な く 、 使 用 し や す い 。
　 （ 2 ） 本 発 明 は 、 超 音 波 の 陰 茎 へ の 貼 り 付 け の 技 術 難 題 を 解 決 し 、 低 周 波 超 音 波 技 術 を  
尿 道 瘢 痕 の 治 療 に 利 用 し 、 新 な 分 野 の 技 術 的 拡 張 に な り 、 臨 床 に お け る 尿 道 瘢 痕 の 予 防 と  
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治 療 の 難 題 を 解 決 す る こ と が 期 待 さ れ 、 そ し て 現 在 世 界 中 に 関 連 製 品 は ま だ な い 。
　 上 記 説 明 は 本 発 明 の 技 術 方 案 の 概 要 に 過 ぎ ず 、 よ り 明 瞭 に 本 発 明 の 技 術 手 段 を 理 解 し 、  
そ し て 明 細 書 の 内 容 に 従 っ て 実 施 す る こ と が で き る よ う に 、 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例  
で 、 図 面 を 合 わ せ て 詳 し く 説 明 す る 。 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 形 態 は 、 以 下 の 実 施 例 お よ び  
そ の 図 面 で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 よ り 明 瞭 に 本 発 明 の 実 施 例 に お け る 技 術 方 案 を 説 明 す る た め に 、 実 施 例 の 記 述 に  
必 要 な 図 面 を 簡 単 に 紹 介 す る 。 当 然 、 以 下 の 記 述 に お け る 図 面 は 、 本 発 明 の 一 部 の 実 施 例  
に 過 ぎ ず 、 当 業 者 に は 、 創 造 的 労 働 を す る こ と な く 、 こ れ ら の 図 面 か ら ほ か の 図 面 を 得 る  
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 図 1 は 、 本 発 明 の 着 用 可 能 な フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 尿 道 瘢 痕 治 療 装 置 の 概 略 図 で あ  
る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 パ ッ チ が 陰 茎 に 貼 り 付 け ら れ た 場 合 の 断 面  
概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 3 は 、 本 発 明 の パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ の 構 造 概 略 図 で あ る 。   こ  
こ で 、 1 は パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ で 、 2 は 制 御 端 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 目 的 、 技 術 方 案 お よ び 利 点 が よ り 明 瞭 に わ か る よ う に 、 図 面 1 - 3 お よ び  
具 体 的 な 実 施 例 を 合 わ せ 、 本 発 明 を 明 瞭 に 、 完 全 に 記 述 す る 。 本 発 明 の 記 述 に お い て 、 以  
下 の 点 を 説 明 す る こ と が 必 要 で あ る 。 用 語 「 上 」 、 「 中 」 、 「 下 側 」 な ど で 示 さ れ る 方 位  
ま た は 位 置 関 係 は 、 図 面 で 示 さ れ る 方 位 ま た は 位 置 関 係 に 基 づ い た も の で 、 本 発 明 の 記 述  
お よ び 記 述 の 簡 略 化 の た め の も の に 過 ぎ ず 、 示 さ れ る 装 置 ま た は 素 子 に 特 定 の 方 位 が あ る  
、 特 定 の 方 位 で 構 成 お よ び 操 作 す る 必 要 が あ る こ と を 指 示 ま た は 示 唆 す る も の で は な い た  
め 、 本 発 明 に 対 す る 制 限 と し て 理 解 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 1 - 3 に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 に お け る 着 用 可 能 な フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 尿 道 瘢 痕 治 療 装  
置 は 、 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ （ 1 ） お よ び 制 御 端 （ 2 ） の 2 部 分 を 含 む 。 前  
記 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ （ 1 ） は 、 形 状 が 長 方 形 で 、 厚 さ が 2  m m で 、 そ の  
上 に 圧 電 セ ラ ミ ッ ク で 製 造 さ れ た 矩 形 チ ッ プ が 、 そ の 下 側 に 信 号 線 の 接 続 ポ ー ト が 設 け ら  
れ て い る 。 前 記 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ （ 1 ） は シ リ カ ゲ ル 材 料 で 製 造 さ れ  
、 前 記 チ ッ プ は 前 記 シ リ カ ゲ ル 材 料 の 中 に 分 布 し 、 両 者 は い ず れ も あ る 程 度 の 柔 軟 性 が あ  
る 。 前 記 制 御 端 （ 2 ） は フ レ キ シ ブ ル 配 線 を 介 し て 前 記 信 号 線 の 接 続 ポ ー ト と 接 続 し て 前  
記 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ （ 1 ） を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 実 施 例 1
　 実 施 例 1 は 、 本 発 明 の 装 置 の 術 後 の 患 者 の 予 防 的 使 用 で あ る 。 泌 尿 器 外 科 で 入 院 し て 手  
術 治 療 さ れ る 尿 道 下 裂 の 患 者 5 0 例 を 選 択 し 、 尿 道 形 成 術 後 に 陰 茎 の 被 覆 材 が 撤 去 さ れ た （  
一 般 的 に 術 後 3 - 5 日 程 度 ） 当 日 か ら 予 防 的 な 超 音 波 治 療 を 行 い 、 治 療 部 位 は 形 成 尿 道 区 域  
に 相 応 す る 陰 茎 腹 側 の 皮 膚 で 、 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ を 当 該 皮 膚 の 表 面 に  
貼 り 付 け 、 装 置 の パ ラ メ ー タ ー は 出 力 0 . 2  W / c m 2 、 周 波 数 1  M H z 、 一 回 治 療 時 間 2 0  m i n  
で あ っ た （ 治 療 時 は 局 部 の 過 剰 な 熱 効 果 に よ る 組 織 損 傷 が 避 け ら れ る よ う に 定 期 的 に 超 音  
波 プ ロ ー ブ を 移 動 さ せ る 必 要 が あ る ） 。 入 院 中 は 毎 日 1 回 治 療 し （ 一 般 的 に 術 後 7 - 1 4 日 入  
院 ） 、 退 院 後 は 毎 週 外 来 で 1 - 2 回 治 療 し 、 術 後 4 、 8 週 間 後 に 尿 道 の 回 復 レ ベ ル 、 排 尿 状 況  
、 術 後 合 併 症 な ど を 評 価 し 、 尿 道 瘢 痕 の 発 生 率 お よ び 瘢 痕 の 重 篤 度 を 統 計 し た 。 治 療 効 果  
： 尿 道 下 裂 の 術 後 、 本 予 防 的 超 音 波 治 療 方 法 を 利 用 す る こ と で 、 術 後 の 尿 道 瘢 痕 の 発 生 率  
お よ び 重 篤 度 を 低 下 さ せ 、 術 後 合 併 症 の 発 生 率 を 低 下 さ せ 、 術 後 尿 道 拡 張 ひ い て は 二 次 手  
術 に よ る 患 者 へ の 苦 痛 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 実 施 例 2
　 実 施 例 2 は 、 本 発 明 の 装 置 の 尿 道 瘢 痕 患 者 の 臨 床 治 療 に お け る 使 用 で あ る 。 泌 尿 器 外 科  
で 診 療 を 受 け て 様 々 な 尿 道 手 術 を 行 わ れ た 後 に 尿 道 瘢 痕 合 併 症 が 発 生 し 、 さ ら な る 治 療 が  
必 要 な 患 者 2 0 名 を 選 択 し た が 、 重 度 の 尿 道 狭 窄 が 生 じ 、 排 尿 に 大 き く 影 響 し て す ぐ に 手 術  
治 療 が 必 要 な 患 者 が 含 ま れ な か っ た 。 治 療 部 位 は 尿 道 瘢 痕 区 域 に 相 応 す る 陰 茎 腹 側 の 皮 膚  
で 、 パ ッ チ 式 フ レ キ シ ブ ル 超 音 波 プ ロ ー ブ を 当 該 皮 膚 の 表 面 に 貼 り 付 け 、 超 音 波 装 置 の パ  
ラ メ ー タ ー は 出 力 0 . 5  W / c m 2 、 周 波 数 1  M H z 、 一 回 治 療 時 間 3 0  m i n で あ っ た （ 治 療 時 は  
局 部 の 過 剰 な 熱 効 果 に よ る 組 織 損 傷 が 避 け ら れ る よ う に 定 期 的 に 超 音 波 プ ロ ー ブ を 移 動 さ  
せ る 必 要 が あ る ） 。 外 来 で 毎 週 3 回 治 療 し 、 超 音 波 治 療 後 2 、 4 、 6 、 8 週 で 尿 道 造 影 、 尿 流  
動 態 学 な ど の 手 段 に よ っ て 定 期 的 に 瘢 痕 の 回 復 状 況 、 尿 道 の 通 り 具 合 お よ び 排 尿 機 能 な ど  
の 指 標 を 評 価 し た 。 治 療 効 果 ： 本 装 置 で 超 音 波 治 療 を 行 っ た 後 、 あ る 程 度 で 既 存 の 瘢 痕 の  
軟 化 、 吸 収 を 促 進 し 、 そ し て 新 た な 瘢 痕 の 形 成 を 抑 制 し 、 再 手 術 の 確 率 を 低 下 さ せ 、 排 尿  
症 状 を 改 善 し 、 患 者 の 苦 痛 を 減 少 し て 生 活 品 質 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 公 開 さ れ た 実 施 例 の 上 記 説 明 は 、 当 業 者 が 本 発 明 を 実 現 ま た は 使 用 で き る よ う に す る も  
の で あ る 。 上 記 は 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 過 ぎ ず 、 当 然 、 当 業 者 に は 、 本 発 明 の 原 理 を  
逸 脱 し な い 限 り 、 少 し 改 良 お よ び 補 充 が で き 、 こ れ ら の 改 良 お よ び 補 充 も 本 発 明 の 保 護 範  
囲 と 見 な さ れ る 。 こ れ ら の 実 施 例 に 対 す る 多 く の 変 更 は 当 業 者 に と っ て 当 然 で 、 本 明 細 書  
で 定 義 さ れ た 一 般 的 な 原 理 は 、 本 発 明 の 趣 旨 ま た は 範 囲 を 超 え な け れ ば 、 他 の 実 施 例 で 実  
現 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 本 発 明 は 本 明 細 書 で 示 さ れ た こ れ ら の 実 施 例 に 限 定 さ れ  
ず 、 本 明 細 書 で 開 示 さ れ た 原 理 と 新 規 な 特 徴 と 一 致 す る 一 番 広 い 範 囲 に 当 た る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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